
.
甲
.

い

抽

.
蟄

.

曾學潔 堅學大國帝i都京

難
論

.

叢

利
潤

の
纏
濟
的
道

徳
的
性
質

二

)

瞥
業

の
租
税
給
付
能
力

進
歩

か
退
歩

か
(
こ

・

農

業
労

働

問
題

二

)

・

中

世
都
市

の
獲
達

(二
)

時

論
颯

直

接

税

制

度

の
整

理

に
就

て

・

説

、、

苑

我

国

農

産

物

生

産

調
査

に
就

て
(二
)
.

壁
皿

鋒

米

国

一
家

五

口
最

少

生

活

費

調

冒
。
=

、p
。一⊆
。
以

前

の
會

計
史

概

要

・

家

畜

保

険

に
就

い
て

・

ボ

ル

シ

ェ
ザ

ィ
ズ

ム
分

解

の
頓

句

・

法
學
博
士

法
學
博
士

「
注
學
博
士

法
學
樽
士

文
學
博
士

注
學
樽
士

法
學
偉
士

農
學
埴
土

法
學
博
士

法

學

士

経
済
學
士

法
學
博
士

三 、河 財 肺 田

浦 田 部 戸 島

周 囲 静 正 錦

行 郎 治 雄 治

小

川
郷

汰
廊

高

岡

熊

雄

山
本
美
越

乃

大

森

研

造

野

口

正
,造

河

田

嗣

郎

"



～

.

売

色

.

」

言
肉

畜

`
.

,
.

・
.
.∴
.

、、

我
薄

於
け
濃

霧

箋

調
査
に
就
て

。
.

「
.
.

「、=
.
.

高

岬

熊

雄
一

上
甕

.人
は
維
新
崖

我
が
國
に
於
け
る
重
要
濃
霧

・
生
駒

査
・
關
す
・
農

・
舞

を
述
べ
て
遂
に
現
行

　　灘
轍雛

縫
輔

砺讐

群

議
舞
鸚

鵡錘

法
、
酉

翌

の
結
果
の
馨

な
る
四
黙
に
・
・
藍

麺

・
す
必
崇

　

・
今
紫

の
蕪

よ
・
し
て
現
行

鞭
灘
難
織
欝
難

.上

莚

ん
で
は
同

「
濃
霧

.ビ
生
挙

る
他
・
繭

・
於
・
・
装

・
至
.腰

・
芒

く
手
を
姪
ば
し
て
調
査

…
し
、
世
界
に
於
け
る
釜

及
。
叢

等
の
趨
勢
・
響

替

得
・
墓

・
　

れ
ば
・
息

・
・
思̀
す
れ
ば
馨

説

苑

我
薗

に
於
。
る
農
産
物
生
藷

査
続

・
.

・

第
+
三
巻

至

號
⊥
。
七
二
.

。
七

や



一
説

苑

繋

國
・
於
け
ろ
盤

蟄

産
要

観

て

第
+
三
巻

(笙

號
-
δ

入
)

δ

八

一
の
結
果
竺

奨

な
・
も
の
あ
・
は
言
ふ
を
俟
た
な
い
。
然
し
嘉

ら
聚

の
権
力
の
及
ぶ
藷

に
は
自
か
ら
限

可
あ
。
て
、
か
ら
進
ん
で
置
く
他
・
の
蕎

を
・
併
せ
調
査
・
・
が
如
・
は
馨

暑

・
ざ
脅

・
?

殆
・

一¢、
不

可
能

な
る
場
合
も
少

な
く
な

い
。

さ
れ
ば
能
く
此

の
種

の
目
的
を
達
す

る
が
爲

め
に
は
利
害
關

係
の
相
等

し

　,
列
国
霜

協
同
し
て
活
動
す
る
　

讐

讐

・
で
あ
・
。
足
れ
讐

三

九
・
五
年
伊
國
驚

・
於
・
萬
國

　
饗

鞍

饗

隷

編
B蛎
磐
釦鐸
舞
驚

膿繕
灘蹟

誉

就
て
は
我
が
國
以
外
の
圭
蔵

・
於
て
信
準

・
遠

・
べ
き
暮

繋

あ

少
な
き
は
實
に
遺
憾
の
奮

で

.

宏

。
之
に
反
し
て
北
米
合
衆
国
の
農
薯

が
年
々
世
界
に
於
け
垂

農

務

の
生
産
及
び
藥
啓

開
芝

統

計
的
資
料
を
蒐
集
し
、
同
省
年
報
の

一
部
ご
し
て
世
に
公
に
す

る
は
五
口
人
の
常
に
感
謝
措
く
能
は
ざ
る
所

で
あ
る
。

然
る
に
我
が
農
商
務
省
が
現
時
行
ひ

つ
、
あ
る
重
要
農
産
物
の
作
況
及
び
生
産
調
査
は
既
に
述

べ
た
る
如
く
北

海
道
及
び
府
縣

に
の
み
限
ら
れ
て
あ
る
、

一
般
の
農
産
物
は
兎
も
角
農
産
物
中

の
大
宗
た
る
米
穀
に
關
し
て
は
何

故
に
今

一
屠
調
査
匠
域
を
振
賑
し
て
凋
り
北
海
道
及
び
府
縣
の
み
な
ら
す
、
朝
鮮
藁
淘
等
の
如
き
我
が
植
民
地
を

も
包
含
せ
ざ
る
や
は

「
の
疑
問
で
あ
る
。
本
國

に
於
て
生
産
す
る
米
穀

の
数
量
は
国
民
の
需
.要
に
慮
ず
る
こ
罷

は
す
、
我
が
植
艮

堀
よ
り
之
が
供
給
を
仰
い
で
辛
う
じ
て
其
の
需
要
を
満
足
せ
し
め
て
み
る
有
様
で
あ
る
。
年
に

依
り
て
は
植
民
地
よ
り
の
移
入
の
み
に
て
は
俗
不
足

に
し
て
外
米
を
も
輸
入
す

る
の
必
要
が
あ
る
。
我
が
國
に
於

迫

る
米
傾
の
　.同
低
は
植
民
地

に
於
け
る
栄
作
の
豊
凶
如
何
に
依
一
て
動
か
さ
る
・
こ
・・
が
少
な
一
な

い
。
農
商
務

一
省
の
樹
て
た
る
將
來
食
糧
自
給
の
計
蜜
の
如
き
も
の
も
木
國
ご
植
民
地

ご
を
合
し
た
る
我
が
帝
国
こ
し
て
の
食
糧

「

「

.



自
給
策

で
あ
る
。
本
図
の
み
・
て
ば
食
糧
の
自
給
・
到
底
否

能

・
あ

・
・
斯
く
の
如
く
米
穀
の
籍

上
極
め
て

鞍
懸

無

繊
難

魏
凱編
欝

纏
縫

耀
灘

魑既鐸

翌

。
官
歴
め
り
、
植
民
地
の
髪

驚

は
彼
蓄

・
ら
之
・
行
・
中
書

警

職
蟹

饗

挙

る
も
の
　

…
ε
論
ず
。
、
。
、
あ
、
ん
。
然
し
な
が
ら
等
・
異

・
我
が
露

・
轟

・
・
望

・
重
箱

談
・
互
箱

連
絡

難

雛
縷

鞍
糠

れ灘

雛

縦

線
雛

鵬鷺

。
量

芋

ε
諺

す

る
も
の
も
あ
ら
-
.
勿
轄

民
地

暑

し
毒

國
墨

然
同

一
な

る
方
法
に
依
ら
し
む
る

一
三

巌

或
は
麗

な
る
場
合
あ
-
、
或
・
否

能
・
・
場
合
も
あ
ら
-
.
然
・
な
が
ら
能
く
民

度
に
懇

せ
る
方

彦

定
。
て
互
に
協
力
、
て
饗

す

る
.、
ε
は
否

能
・
・
な

・
で
・
ら
　
.
從
來
當
暑

の
探
れ
る
彙

驚

一
な

.。
、
の
が
動
も
す
れ
ば
只
本

圃
・
髪

界
睾

情
の
み
を
禦

・
・
政
磐

樹
・
箆

地

の
去
れ
墨

然
塗

父

鍵

羅

難

梶鉾
臨
餉鰯
鯨
飢嚢

矯
縷
羅
嬉柑

…

翫

瓠

舞

耀

轄

嬉

雑

扱
ぴ
生
産
調
査
に
於
て
は
調
査
庭
域
を
振
張
し
て
慶
し
璽

.

　

　

信
靴
・
　

　

　

果
塗

す
薪

査
の
　

齢

で
あ
る
こ

就

苑

票

固
に
於
け
ろ
農
産
笙

産
調
喜

就
・

筆

三
費

笙

號

δ

九
)

δ

九

、

㌔

甲



「

説

苑

我
商

・
於
・
る
産

物
生
藷

査
続

・

第
+
三
巻

(第

一號

・=

。
)

=

。

「ε
は
明
瞭
で
あ
る
。
明
治
三
+
六
年
の
濃
霧

省
の
禦

で
は
既
述
し
た
導

水
欝

積
の
豫
想
高
を
二
百
吉

面

前
ご
秋
分
こ
の
こ
回
に
行
っ
た
。
然
し
奔

米
作
の
嵩

・
美

・
閣
係
あ
る
も
の
は
一
草

日
よ
り
二
百

三
吉

量

る
期
間
の
嚢

如
何
で
あ
・
。
假
令
二
百
+
最

前
の
作
呪
量

好
・
し
て
羨

の
塞

姦

想
し

て
も
、
砦

警
戒
響

於
け
・
天
候
如
何
接

つ
・
薯

・
…窃

ら
れ
・
あ

で
め
・
か
ら
・
二
軍

日
前
の
蕨

.

想
生
産
額
贔

、
.礪

・
取
引
等
に
影
響
笈

ぼ
・
奈

・
・
、
さ
れ
ば
大
正
葦

・
訓
令
・
は
八
月
+
吾

を
.

期
し
て
水
稻
.作
況
を
調
査
し
軍
に
頁
、
消
夏
、
普
通
、
梢
不
良
、
及
び
不
頁

の
五
種

に
之
を
優

分
し
て
只
其
の
大

要
を
知
る
こ
ま

し
、
豫
想
牧
穫
高
は
九
月
二
+
碧

+
月
三
+

百

あ

二
回
に
調
査
す
る
こ
ε
羨

め
た
の

一
は
蓋
。
共

。
讐

得
た
、
も
の
な
,
.差
口
は
ざ
・
を
得
な

・
。
而
し
・
砦

調
査
の
藁

は
地
方
勢

手
を
弩

中
央
政
府
に
報
告
す
る
に
は
、
調
査
期
日
後
五
日
乃
至
十
日
ご
期
限
が
定
て
あ
る
。
若
し
此
の
規
定
に
し
て
果
し

て
厳
格

に
墨
守
し
貴
行

ぜ
ら
る
峯
な
ら
ば
報
道
は
可
な
り
迅
速

に
行
は
る
、
ご
評
し
て
可
な
り
で
あ
る
。
實
際
は

諏

何
な
、
麗

な
の
で
め
ら
・フ
か
。
北
米
合
衆
國
霧

省
の
作
呪
調
査
の
如
き
調
査
委
農

ぴ
報
告
貧

よ
り
の

籍

…の
到
達
期
限
は
頗
・
穰

に
定
め
ら
れ
、
何
月
暫

何
時
ま
で
愚

問
ま
で
も
規
定
し
脅

て
・
若
し
規
定

.
…
の
蒲

後
・
遅
れ
・
響

せ
・
誓

書
・
れ
ば
総
・
皆
・
之
・
薩

・
て
使
用
芋

む
.
事
で
あ
る
・
是
は
彼
國

一
に
於
て
は
此
の
種
の
調
査
を
な
す

に
中
央
集
計
主
義
を
探
り
、
調
査
資
料
は
総
て
皆
な
委
員
よ
り
し
て
直

接
本
省

…
に
迭
附
せ
し
め
、
而
か
も
委
員
の
禦

極

・
て
多
警

・
が
上
に
報
告
は
籔

を
以
て
せ
す
普
通
作
に
封
ず
る
比

　
例
敷
を
以
て
す

乃
も
の
な
る
が
故
に
、
斯
る
規
定
も
嚴
重
に
貴
行
し
て
何
等
差
支
を
生
じ
な

い
の
で
あ
る
。
調
査

あ
方
絵
を
書

す
る
我
蔵

に
は
再

埴
,Z
を
適
用
す
る
こ
置

困
難

ら
ん
も
、
調
査
の
報
告
は
迅
速
を
塗

布

.



…
ご
云
ふ
椿
神
に
至
り
.て
は
以
て
則
ご
な
ず
に
足

る
で
あ
ら
う
・

=
昌

調
査
の
方
法
、
歴

物
の
生
産
馨

藁

し
て
精
確
・
し
悟

を
措
£

足
ゑ

き
彙

を
擧
げ
得
・
馨

な

…
や
は
一
之
が
調
査
の
方
法
及
び
其
の
實
行
の
正
否
如
何

に
基
く
所
人
な
る
も

の
で
あ
る
。
珊
今
行
は
る
、
水
稻
作

.

呪
及
び
米
嬰
の
豫
想
牧
穫
高
の
調
査
方
法
を
考
ふ
る
に
、
既

に
述

べ
た
る
如
C
水
稻
作
況
は
半
年
作

に
比
し
て
調

査
年
度
の
作
呪
の
頁
不
一艮
を
調
査
申
告
せ
し
む
る
規
定
で
め
る
。
我

が
國
の
農
甑
調
査
に
於
て
平
年
作
に
關
す
る

解
讐

明
治
二
+
三
年
+

一
月
+
二
日
附

の
農
商
務
省
訓
令
第
六
+
二
號
を
以
て
初
め
て
之
を
定
め
た
・
即
ち

「

米
婆
柄
本
省

へ
報
告

の
節
は
前
期
+
箇
年
間
収
穫
高
の
卒
鍍

を
以
て
後
期
+
整

商

の
卒
年
誓

定
め
其
増

減
歩
合
.は
百
分
率
を
屠
ゆ

べ
し

但
明
治
二
十
三
年
よ
り
向

ふ
十
箇
年
間
は
明
治
十
三
年
よ
b
明
治
二
十
三
年

に
至
る
十
箇
年
間
牧
穫
高
の
卒

均
数
を
取
り
臼
後
毎
期
逓
次
比
例
に
擦

る
べ
し

蕩

、
。
帥
ち
既
往
+
箇
年
間
の
年
増
牧
穫
高
を
以
て
李
年
作
ε
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
後
北

郷

定
を
改

あ
て
現
時
適
吊
す

る
如
く
最
近
七
ケ
年
中
景
豊
凶
の
ニ
ケ
年
を
除
き
残
り
五
ケ
年

の
生
産
額
を
季
均
し
た
る
.も
の

迦
以
て
季
年
作
差

す

、
蚕

な
b
、
年
々
出
版
せ
ら
る
農

前
務
統
計
表
の
如
き
も
之
を
適
用
し
水
稻
作
況
の

調
査
も
亦
之
を
標
讐

し
て
年
の
豊
凶
を
ト
し
て
居
る
。
我
が
國
の
稻
作
は
薙

面
積
の
蓑

や
科
學
の
進
歩
及

麗

護

衛
の
改
辱

の
爲
め
に
長
き
期
間
を
探
り
て
互
に
相
比
攣

れ
ば
総
生
産
登

は
漸
次
増
加
し
つ
＼
あ

る
も
天
候
の
良
否
如
何
に
依
り
て
年
に
豊
凶
あ

る
を
冤

か
れ
な
い
か
ら
、
農
商
務
統
計
表
の
如
く
米
穀
の
生
産
實

-

説

苑

我
が
國
に
於
げ
農

産
物
生
産
調
査
厩

て
.

筆

三
巻

(笙

號

=

})

二

「

や

.



設

苑

我
が
國
に
於
け
る
髪

物
生
産
饗

・
摯

第
+
三
巻

(笙

號

一
三

)

=

二

、喋

を
調
査
す
る
も
の
。
て
は
特
定
半
年
作
な
る
お

を
計
笹

て
之
を
示
す
・
警

有
益
　

資
料
澄

訟

・
に
案

　

・
　

・
に
箕

の
[曇

北
勢

き
馨

を
現
行
制
鑑

仁
暫
し
ぐ
之
を

擁

聴

峡肛隷

鉱
鍛
陛陽勲

藻

難

罧
鑓
雛

軸鋒

叢

難

嫡釧鮎

擬

燈麗
講
難
鞍

鰭

器
餌取舗

撫
雛
舞
鶴

韓
語

博娠
籍

鰭矯

襟

謎

麻績

　鱗

難

蘇
難

蘇難

畷嚢

擁

嫡擁
触籠

依
り
て
識

し
得
可
き
も
少
な
く
も
只
想
墜

・
す
・
過
ぎ

・
・
の
・
あ
・
・
想
燦
的
の
窺

を
以
て
器

的

「

.

。
樗

に
照
し
合
せ
.・
其
の
年
の
作
況
の
暮

を
型

す
・
ミ

は
容
易
な
ら
す
し
て̀
誕

に
陥
高

き
恐
が
る

る
.
葎

調

査
の
結
果
・
利
用
せ
を

す
・Q
人
最

茎

壷

肇

覆

・
・
も
の
に
募

っ
た
る
こ
蒸

き

灘

捧

紘
難

懲
購縫

欝
隷
擁

穐
鐸
雛
肩総
際

詫

ば
水
稻
麓

の
調
査
を
、
て
よ
り
有
効
な
ら
し
・
ん
手

・
・
華

年
作
・
肇

毒

す
代
急

前
年
の

や

髄



」携

を
蕃

ご
し
元
ご
相
義

も
て
以
て
其
・
年
・
箋

・
蕃

を
暮

す
・
・
ミ

な
せ
ば
可
　

で
あ
る
・

譲

る
ξ

は
之
夕
調

査
・
・
も
の
は
實
際
目取
誓

目
撃
し
調
査
・
た
・
装

比

較
・
て
當
該
年
度
の
作
諾

何

～
ぜ
謝

冨

の
で
.の
、
か
.ら
、
事
は
容
・
に
行
は
れ
・
且
・
賛

・
正
警

安

天
稟

落

磐

其
の
他
作

擁

握轄

曇

灘
踊擁

縫
鷲
羅
難

論
励馨
嫡

輩

作
に
比
し
。、
藝

年
度
の
作
・
の
蕃

・
騎

す
・
長

、
葺

並
蓮

稽
歪

及
び
歪

の
五
奮

い
、

無

道
巌

別
に
之
を
示
す
・
れ
ご、も
砦

簗

・
・
し
・
直
・
・
禽

・
於
け
星

黍

呪
を
推
測
す
る
こ
ε

擁
縫

魏
繹
露
鋒

一葉

馨
擬

韓
　萎

「。
の
藷

こ
し
て
道
府
縣
及
び
全
國
の
慧

蚕

・
聾

・
た
.
(趨

霧

親
筆

籍

垂

・
現
在
の
如
き

調
査
方
法
に
依
る
ご
き
は
斯
あ

如
き
計
算
方
法
・
定
・
塾

図
聾

す
無

想
土
穿

撒
の
算
出
を
試
む
る
よ

・b
他
に
窪

は
,
か
ら
.フ
。
然
し
な
が
・
増
叢

は
鰹

の
暮

姦

・
舞

已

或
は
三
分
差

す
茎

墾

議

　艦
鱗

蹴鞠講

謬

鍵
騰
轍繍

、ロ
讒

者
の
見
込
に
過
ぎ
・
い
.
世
人
を
し
て
只
蓬

二
艮
・
緩

五
分
・
・
票

鍵

は
増
牧
三
分
な
2

か

宜
.の
,
合
。
繁

し
藷

箏

レ
調
査
の
藁

・
利
用
・
・
む
る
　

は
毒

ろ
初

め
よ
泉

馨

呪
の
調
査
に
て

葺

我
が
國
に
於
け
る
農
霧

産
調
査
・
肇

第
・
・
登

箋

號

=

三
)

=

三

も

.



一
皿
凱

苑

馨

國
捧

・
難

笙

諸

書

就
・

筆

三
巻

璽

號

=

四
=

西

{は
前
年
度
。
作
柄
・

δ

・
ご
老

・
掌

・
蓉

・
以
・
現
・
す
・
劇

な
せ
ば
可
な
り
で
あ
る
・
然
を

き

.

は
道
府
縣
の
蓉

よ
り
し
・
全
國
に
掌

皐

均
蓉

・
直
ち
・
算
出
す
・
・
ξ

出
来
天
美
の
霧

赤
倉

依

、難

鍵
雛
鱒
欝

欝
媚餐
鋸

雛
鑓
鞭
鰯

甦羅

　か
・

る
賛

・
得

る
.
・
嘉

出
来
・
の
で
あ
・
.
或
・
言
・
ん
水
槽
・
・
に
て
量

・
相
舞

の
如
き
極

め
美

感

の
謡

は
な
し
得
・
も
到
底
歩
A最

・
之
・
示
す
こ
註

否

能
で
あ
る
ご
・
是
は
架
壽

な
る
単

作
を

一

莚

　

す
ε
き
は
甚

然
…

暮

す
…

が
、
最
音

量

・
能
く
熟
知
す
る
前
年
度
の
作
柄
を
標
準

,
し
て
之
が
蓉

を
定
む
・
場
倉

は
必
ず
し
も
不
可
能
・
は
あ
皇

・
・
加
之
調
査
の
結
果
薪

用
す
る
も
の

賓

假
定
的
の
蓉
.
を
言

勝
藷

定
め
て
其
の
差

難

を
矯

す
・
　

繕

果
は
遙
か
量

好
で
あ
る
・

前
年
作
を
華

ご
・外
こ

し
・
も
調
査
の
結
黍

果
し
て
正
露

毒

・
や
否
な
や
,餐

墜

を
暮

す
る
力

法
如
何
に
依
る
も
。
で
あ
る
.
現
行
法
・
は

「轟

府
縣
・
於
・
直
塗

を
調
査
・
」
云
々
島

っ
て
調
査
の
方

法
に
付
,
。
は
舞

・
規
定
李

、
全
肇

を
地
蘇

の
爲
す
所
在

し
・
あ
・
・
さ
れ
ば
註
ハの
方
法
は
地
方
に

依
、
色
々
異
な
,
或
鹿

譲

驚

長
・
霧

・

ぞ

し
て
あ
・
所
あ
　

或
縫

譲

霧

の
豊
凶
藷

農

の
墾

、を
基
ε
し
て
之
を
定
む
る
所
あ
-
.
其
の
他
地
方
廃
の
監
督
の
下
・
在
・
下
馨

獲

ぴ
自
治
警

官

ぞ
之
。
調
査
せ
し
め
、
事
篁

其
の
年
・
作
況
・
關
す
・
市
町
村
吏
員
.の
意
見
・
加
味
す
る
に
農
謁

讐

の
夫

順
孕
.以
て
す
、
も
の
も
あ
る
.
場
合
に
撃

て
は
醇

村
費

の
意
見
異

の
壁

紙
官
警

報
告
し
・
其
の
結

果
が
府
縣
の
作
呪
ぜ
な
-
て
現
は
・
、
場
合
も
あ
・
祷

れ
に
し
て
も
調
査
の
護

蹟

る
粗
讐

り
ε
奪

ざ
.

"

.



　

る

を

　

な

い

ロ
　
　

ら
　
　

撫

鱗

　
　　　鵬　
　　繋

搬
灘

崩

.

何
く
寳
際
の
雑

を
巡
視
す

。
し
ご
あ
・
て
、
馨

・
必
…

親
し
春

情
・
調
査
書

の
甚

を
有
し
な
い

.

難

順
鷺

媛

鎌

罐

、す
協
、
の
が
功
れ
ば
多
少
壕

酌
吋
る
に
實
際
　

見
・

撫鞭
継

説

苑

我
藺

に
於
け
ろ
盛

物
生
藷

査
に
就
・

第
+
三
巻

(第
.「
號

.=

五
)

」
.一蓋

心



一
説

苑

我
が
國
・
於
け
る
農
産
物
生
産
饗

蔑

て

筆

三
巻

(第

一號

≡

C

一
=
ハ
,

一
を
求
む
る
に
は
其
の
露

警

著

す
・
・
あ
皐

・
・
之
・
加
算
・
・
の
で
め
・
・
若
・
上
述
せ
・
如
き
程
度

　
に
至
、
ま
で
精
警

調
査
を
行
尋

、
晶

は
ざ
・
場
合
に
は
作
況
調
査
会

ひ
姦

想
股
穫
高
匹
調
査
芸

ひ
、少
.

な
く
も
之
藷

査
の
任
に
當
・
も
の
は
必
ず
相
當
地
方
を
親
し
-
巡
眠
し
能
養

際
の
装

を
調
査
し
て
後
ち
各

自
の
見
込
を
立
て
、
更
に
地
方
に
於
て
峯

に
精
通
せ
る
も
の
惹

暴

を
徴
し
て
能
ぐ
之
を
請

し
最
後
の
決

定
を
な
す

、ε
に
改
む
れ
ば
現
行
制
度
よ
り
は
遙
か
に
正
獲

る
結
果
を
齎
ら
し
得
る
こ
ε
が
曲
乗
や
う
・

作
況
及
ぴ
豫
馨

穫
高
の
調
書

異
な
り
米
奪

の
實
牧
額
調
査
縫

際
・
塁

者
が
生
産
し
た
る
も
の
産

額

を
調
亨

・
も
の
で
あ
・
か
ら
、
其
の
方
聾

し
き
を
得
・
場
食

は
掌

正
確
な
る
藁

塞

げ
得

ぺ
碁

の
も
の
で
あ
・
。
羅

行
は
れ
っ
弟

・
調
査
法
も
之
を
水
稻
窺

叉
は
豫
想
牧
警

の
嬰

発

す
れ
膳

殿

一

難

る
規
定
が
設
け
て
あ
・
。
即
ち
(
こ
匠
町
村
を
適
宜
の
調
査
匠
・
分
ち
・
調
査
委
員
を
置
晟

熟
塑

於
て

叢

に
付
・
・
暮

せ
・
・
撃

・
閲
す
・
器

ぞ

錘

讐

・
も
の
三
名
望

の
意
見
を
請

し
て
定
む
る

か
、
三

)蒼

は
擢

議

む
べ
き
地
方
・
於
て
坪
刈
を
行
ふ
か
、
三

)或
は
之
　

も
更
三

暴

密
な
る
調

「査
を
行
ふ
か
の
三
種
で
め
る
。
砦

調
査
の
方
法
如
何
・
依
麦

の
藁

・
籍

の
差
の
人
な
る
も
の
が
あ
り
得
.

庵

其
の
何
れ
の
方
法
藻

用
す

べ
き
や
は

三

之
を
地
方
薯

隻

§

し
て
あ
・
.
轟

轟

府
懸

賞
際
河

港

方
法
藻

用
し
つ
島

・
か
を
知
・
爲
・
に
、
余
は
昨
年
道
擾

幕

府
縣
・
現
時
實
施
し
つ
麸

る
農
事

統
計
調
査
の
方
法
及
び
統
計
様
式
に
閲
す
る
書
類
の
欝

を
籍

し
た
。
而
し
て
之
繞

し
て
回
答
を
受
け
た
る

…
・
の
Σ
一
道
塵

府
三
+
八
縣
・
忠

・
警

何
等
・
国
管

捜
せ
ざ
と

・
の
が

一
府
六
縣
診

る
・
回
答
せ

一
る
も
の
＼
印
刷
物
の
器

な
し
毛

.暫

唇

た
・
も
の
一
府
二
賢

し
て
・
馨

の
「
道
産

府
三
+
六
縣
よ

.



.

…
り
は
印
刷
物
若
一
は
印
刷
物

の
理
部
な
き
が
爲
め
に
特

に
規
定
の
謄
窩
て
迭
附
せ
ら

れ
た
。
吾
人
は
其
の
厚
意

に
.

…
戚
謝
の
聾

し
で
あ
・
。
之
を
奪

の
回
答
を
な
重

り
し
も
の
に
芒

て
地
方
聴
に
害

て
學
欝

研
究
蚤

…
す
る
態
度
昊

差
あ
・
姦

つ
た
.

,

震

霧

計
に
學

・
嘉

の
送
附
を
受
・
・
三

選

贋

・王

ハ
縣
・
付
・
・
現
在
垂

髪

物
殊
剰

奮

闘
し
實
際
如
何
な
・
調
査
方
法
を
採
用
し
つ
・
あ
・
や
叢

藷

べ
た
・
に
之
を
四
種
に
分
つ
こ
ご
が
集

る

。

即

ち

一

は
小
栗
箭

ひ
調
査
員
が
生
産
磐

戸
・
付
き
て
生
産
額
を
調
査
ぎ

も
の
・
し
て
岡
山
壁

縣
あ
る
の
「

「み
。
岡
山
縣
よ
り
し
て
は
調
規

程
の
雑

な
と

壷

に
小
幕
の
み
を
馨

し
來
鬼

る
を
以
て
彼
地
に
於
け

「る
調
査
の
方
法

機

な
が
ら
詳
細
・
之
姦

・
に
由
が
な
い
。
小
栗
粟

夢

爵

し
各
三
枚
巳

て
尊

敬
は

一
葉
寒

じ
論
る
竃

の
二
枚
翁

査
肇

あ
・
。
何
れ
皐

紙
八
つ
切
・
形
・
…

米
に
閲
す
る
調
査
可
屋

懲

耕
作
者
が
昌

の
隼

・
市
町
村
内
・
竺

・
耕
作
す
る
葉

風
ぴ
漿

・
作
付
段
別
及
び
墓

】局
を
自
詞
章

慶

び
他
調
査
の
二
項
・
分
ち
・
調
査
し
、
他
の
一
枚
・
箒

町
村
　

の
入
薯

の
耕
作
す
る
糧
米
並
に
漿

の
作
付
段
別
及
び
纏

高
を
饗

す
・
も
の
で
あ
・
。
集
計
票
は
調
査
員
が
各
自
誓

詞
甚

内
に
於
け
る
調
査

あ

結
果
を
襲

.
し
だ
る
作
甚

別
及
び
縫

高
普

調
査
票
藪
の
記
入
を
な
す
も
の
で
め
る
・
嬰
に
關
著

調
査

皿
票
、
米
の
夫
れ
ε
大
差
な
-
、
自
市
町
村
内
・
於
け
・
耕
作
誉

、
他
市
町
村
よ
あ

入
薯

の
耕
作
す
美

挙

.

馨

及
ぴ
婁

の
作
付
段
別
及
び
牧
穫
夢

田
畑
に
匠
分
.し
て
記
入
す
・
も
の
で
あ
る
・
調
査
の
方
法
は
他
計
主

.

義

に
撮

る
。
.
.
.

」
.

:
.
.

、
.
.
.

4

説

苑

我
商

・
於
け

る
農
産
笙

藷

査
観

て

第
+
三
巻

^
笙

號

=

七
)

,二

七

"

■



読

苑
.

茂
が
圃
に
於
け
る
・
務

生
諸

費
・
些

第
+
・
費

・

鏡

一
天

)

一
天

…
川
肛
ぴ
撫

韓

響

も
功
に
、
て
、
巖
呼
、
宮
瀕
、
千
葉
.
岐
阜
、
三
重
糞
.

甕

、
.儒

書

=

=

は

票

刈
法
に
依
る
も
の
に
・
て
農

縣
・

蚕

の
み
・
・
為

轟

に
て
は
米
は
道

中
田
及
、
.

.

。
下
墨

馨

・
刈
り
取
り
、
其
の
各
豊

募

・

}
・
棄

已

・
股
警

告

倍
し
て
各
標
準

「
撃

の

聴
韓
織

辮

脳…㌣
讐

鋸

襲

欄
、

、
て
蓬

尚
を
調
査
。
・
も
の
・
し
て
、
・
在
行
・
・
美

法
中
磐

・
完
全
な
る
・
の
で
あ
る
・
而

か
も
斯
る

鍵

鞍

糠

府
縣
の
大
多
数
を
青
む
る
は
還
れ
即
ち
我
が
國
馨

黎

歪

　

あ

非
難
・

斯
く
の
如
く
現
在
行
ひ
つ
・
あ
・
調
穿

葉

完
全
　

し
・
袈

か
・
・
之
を
改
め
て
農
業
者
の
實
際

　馨

諜
鎌

錠

縫
騰欝

鵜

諜

欝

勤
M藤

一
一
せ
る
皇

.用
紙
。
各
生
磐

に
配
附
…

、
生
産
嚢

・
て
其
・
年
・
・
於
・
・
作
付
段
別
・
蓬

せ
し
憲

噺

の
實
牧
餐

等
を
套

箱

入
せ
・
め
、
期
・
を
定
め
て
之
・
暴

す
・
・
在
・
.の
で
あ
る
・
調
査
委
員
は

.

　擁

癌

綴
勢
麟

鮭鞭
鍵

纏縫

羅

難

航鰭
、

面

.



一

班

の
書
類
異

呈

を
郡
・
欝

し
.
郡
は
文
星

の
手
績
を
経
て
之
を
府
縣
蓬

り
・
府
縣
も
亦
等
し
高

一
一
「.
の
手
纏
を
な
し
て
書
類

「
切
を
中
央
官
讐

蓬
附
し
、
弦
に
全
國
に
於
け
る
作
付
段
別

生
産
馨

を
調
査
計

「算
す
・
・こ
椿

も
童

画
国
勢
調
査
の
聖

な
す

暮

は
綾

的
正
警

・
賛

を
知
る
こ
嘉

出
来
・
。

一
若
し
前
陳

せ
る
が
如
き
方
法
を
採
用
す

る
こ
ざ
能
は
ざ
る
場
合
に
は
、
生
産
者
の
申
告
書
ば
調
査
委
員
が
要
計

、表
ご
共

に
町
村

に
迭
附
す
る
ま
で
に
止

め
て
所
謂
地
方
集
計
主
義
を
探
り
、
町
村
よ
り
郡
に
、
郡
よ
り
府
縣
に
、

旧府
縣
よ
り
中
央
官
鷹

へ
は
只
要
計
表
の
み
を
塗
附
す

る
こ
ε

、
な
せ
ば
手
緻
は
遙
か
に
簡
軍
ε
な
る
も
結
果
は
現

在

の
調
査
に
優
る
こ
ざ
微
等
で
あ
る
。

各
戸
申
告
に
依
る
調
査
法
に
て
調
査
の
期
日
は
如
何
呈

甦

む

窪

や
会

ふ
に
・
入
幕

藷

査
ε
異
な

り
或

る

}
定

時

に
於
け

る
情

態
を
知

ら
ん

こ
す

る
も

の
で

な
く

、
或

る
年

に
於

け
る
生
産

歌
態
を

知
ら

ん
こ
す

る

医

で
あ
る
詐
り
で
?

、
収
穫
期
の
警

も
地
方

に
依
り
ズ
異
な
る
を
以
て
全
國
に
亘
り
.て
統

　
曽

之
を
定

.

む
る
.ぎ

困
難
で
あ
る
か
ら
、
現
在

の
規
定
の
如
一
地
方
廃
よ
り
の
書
類
申
達
期
の
み
を
定
め
置
き
て
貴
地
の
調

査
期
日
は
各
地
方
廃
を
し
て
地
方
の
事
情

に
慮
じ
て
之
を
定
め
し
む
れ
ば
可
な
り
で
あ
る
・
叉
生
産
者

の
皇

。
は

硬
在
岡
山
縣
が
行
ぴ
つ
弟

・
聖

他
計
主
著

依
・
か
將
た
自
計
嚢

を
探
る
か
は
研
究
を
要
す
ゑ
.
の
問
題

で
あ
る
が
、
既
に
昨
年
第

一
回
国
勢
調
査
を
實
施
す

る
に
當
り
自
計
主
義
を
探
り
て
成
劫

せ
し
を
見
れ
ば
、
申
告

.

の
更
に
之
よ
り
簡
易
な
る
縫

調
査
に
て
は
自
計
主
書

依
り
て
可
な
り
恵

ふ
・
北
米
合
雷

に
て
は
+
年
毎

…
に
行
ふ
。
努
嚢

に
て
・
ウ藪

濃

霧

に
付
て
皇

、書
・
撃

て
羨

饗

・
営

、
其
・
他
・
舎

は
叢

…
作

に
謝
す

る
割
合

の
み
を

調
査

委
員
及

び
報
告

委
員

を
し

て
申
報

せ
し

め
、
牧
穫
調
査

局
に
於

て
之

が
實
藪

を
計

説

苑

我
が
國
に
於
け
ろ
農
産
物
生
産
調
査
に
就
て
.

第
十
三
巻

(第
一
號

一
一
九
)

一
「
九

牛

.



㎜
。

苑

我
が
國
に
於
げ
ろ
建

物
生
産
謬

・
・
.

筆

・
貧

舞

≡

。
)

三

。

摩

る
雑

俳
・
も
、
我
が
・
に
て
は
申
告
式

・
如
・
精
密
・
・
手
簿

鰹

て
調
査
す

べ
農

務

の
難

は

鞍

馨

磨

誌

嫉

ド
耀

鴛

萎
も
暫
ら
く
除
き
、
先
・
　

み
　

法

　

小
悪
式
調
査
怯
に
依
れ
ば
饗

・
要
す
・
・
墨

・
-
・
い
か
・
年
・
之
を
策

す
る
は
容
易
に
あ
ら
ざ
匙

　
て

先
づ
三
ケ
年
に

面

づ
N
之
和
行

ふ
・
ξ

し
、
蕃

地
・
年
・
於
て
は
寡

饗

の
他
の
例
盈

っ
て
畿
.

諺

頚
の
調
査
に
は
町
村
議

る
適
當
・
・
調
窟

・
野

・
必
捧

刈
・
方
・
を
霧

せ
し
む
る
…

芸

　
現
在
よ
り
は
遙

か
に
聾

す
る
に
足
る
結
果
を
奏
す

る
や
明

か
で
あ
る
・

以
毒

べ
・
る
。か
如

き
調
査
方
・
・
欝

・
・
之
・
貴
行
・
・
に
縞

當
の
経
費
動

ず

る
・
,然
じ
な
が
葦

.

醤

題
、
沓

問
題
蓄

々
擾

・
・
聚
.
的
蟹

・
解
決
ダ
・
・
必
蕩

　

・
の
あ
る
現
今
の
時
代
に
於
て

は
本
麓

霧

の
大
宗
・
る
糞

の
生
産
か
孟

警

翌

す
・
上
・
於
・
多
少
・
犠
牲
を
捌
・ふ
は
已
む
を
難

い
.

.

調
査
方
法
に
關
し
て
素

駿

・
・
所
呈

ε

・
追
及
府
縣
量

用
す

べ
き
も
の
で
あ

っ
玉
石
し
察

警

に
表

せ
、
通
b
調
護

域
劫
披

張
、
て
廣
義

が
喪

地
・
包
含
せ
毒

・
ξ

匿

ち
昆

等
の
窪

を
彼

.

難

鋸

謄

難

鑽

る
困
難
淫

す
る
で
あ
ら
-
か
ら
能
-
周
園
・
　

聲

　

・
・
方

面

・
-

、

・

『
.
.

ー

ド
.

無

難

鍵

結蒙

調鯵
籍
繋

離

離

儲物
`

十

.

「



啄

表
す
.。
・
・
あ
る
。
纂

農
霧

僅

水
稻
作
況
糞

・
慧

及
・
護

穫
奪

に
付
き
て
は
・
調
査
の
都

度

官
馨

に
て
成
る
可
-
早
義

道
せ
を

努
・
し
も
輿

正
葦

羅

霧

・
實
嶺

に
し
て
大
発

年
野

.

。
濃
霧

統
裏

に
始
め
て
綾

・
ら
れ
た
る
も
の
㌘

し
が
如
・
纂

・
・
つ
・
・
然
る
に
肇

七
月
暴

濃

霧

鞍

。
る
月
刊
出
版
物
・貿
難

し
生
藷

査
・
開
窓

輩

・
之
・
掲
撃

ら
る
一

ξ

な
っ
た
昊

な

.

る
贅

。
あ
る
.
無

に
就
て
延

米
A
。衆
羅

務
省
・
生
産
調
査
妻

の
如
・
は
他
の
模
響

な
す
に
足
　

」り
で
あ
る
。
彼
國
。
。
縞

査
・
賛

明
か
な
・
書

ち
・
之
を
釜

・す
・
が
爲
・
豫
新

聞
記
糞

の
他
盟

…
の
賛

に
婁

。
.。
關
係
・
有
す
.、
商
會
・
代
書

麺

何
月
習

癖

書

委

す
・
欝

間
を
定
め
て
難

.

。
置
生

講

を
競
・
て
之
・
公
挙

る
。
暴
れ
翌

・
彙

が
霧

・
於
け
・
取
引
・
葵

な
る
關
儒
を
及
ぱ

す
が
爲
め
で
あ
っ
て
、
牧
携

計
局
の
調
査
の
葉

叢

引
所
・
篭

せ
ら
碑ミ

や
蕩

昼

光
活
動
を
呈
す
る
.

。
常
な
,
ご
云
。
。
・
れ
ば
蕃

調
査
如
き
藁

・
公
表
せ
ら
る
L

で
は
極
・
て
蜷

に
之
が
秘
密
を
保
趨

.

に
漏

る
＼
こ
蓬

,
藩

.心
の
注
意
轟

・
・
…

も
変

が
爲
・
で
あ
・
・
而
・
て
調
査
の
藁

の
詳
細
な

.

。
も
の
は
毎
月
舞

す
る

∩
.。.・
殉
。・。.…

掲
載
し
て
あ
・
.
我
が
園
・
於
て
も
漿

濃

霧

統
裏

及
ひ

濃
霧

鞍

の
暫

時
・
墨

物
の
生
産
集
馨

・
關
す
・
譲

の
み
を
綾

す
る
聖

な
る
月
刊
農

物
を
獲

刊
し
成
る
可
廣

査

っ
成
る
可
毒

警

調
査
の
藁

を
報
導

・へ
き
方
針
を
探
る
可
き
で
め
る
・

`

附
記

農
務

生
産
調
査
問
題
厩

て
暫

藻

を
有
す
・
薯

は
国
民
舞

雑
誌
歪

八
年
+
二
品

に

掲
馨

し
拙
稿
「米
国
に
於
け
.濃

霧

の
訪
.査
方
藩

就
て
」
を
併
せ

護

せ
ら
れ
ん
こ
ε
・を
望
む
・

.

、

(大

、

一
〇

、
三

、
二
六

稿

V

飢

苑

票

固
に
於
け
ろ
建

笙

藷

套

禦

.

第
+
三
貴

重

號
.
三

こ

一
三

十

.


